
12月定例会では
3会派が大綱質疑、

1人が質疑を
行いました。

 Check!
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長

発
達
の
た
め
、学
習
期
間
を
通
じ
て
一

貫
し
た
方
針
の
下
で
安
定
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
。確
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
小
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
の
市
長
の
思
い
と
、提
案
の

あ
っ
た
方
の
思
い
は
一
致
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

三
条
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、よ
い
と
こ

ろ
は
さ
ら
に
伸
ば
し
、改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
は
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、課
題
を

解
決
し
な
が
ら
三
条
市
の
教
育
を
前
に
進
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。提
案
し
た
方
も
小

学
校
長
や
教
育
委
員
と
し
て
小
中
一
貫
教
育
に

携
わ
っ
て
お
り
、私
の
思
い
と
同
じ
で
あ
る
。

Q

教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て

議
第

1
号

三
条
市
公
民
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

8
号

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

消
防
団
員
の
成
り
手
不
足
が
叫
ば
れ

て
い
る
と
き
に
、
団
員
数
削
減
と
組

織
再
編
の
条
例
改
正
が
な
さ
れ
る
が
、
地

域
防
災
力
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
の

か
、
改
正
の
主
旨
を
問
う
。

令
和
2
年
か
ら
取
り
組
む
人
員
再
配
置

の
結
果
で
あ
り
予
定
通
り
で
あ
る
。
今

後
の
組
織
体
制
も
再
編
に
よ
り
管
轄
地
域
の

欠
員
や
人
口
格
差
の
是
正
が
実
現
し
、
ま
た

学
生
消
防
団
の
育
成
も
順
調
で
、
条
例
改
正

に
よ
っ
て
今
後
も
効
果
的
・
効
率
的
な
地
域

防
災
維
持
が
期
待
で
き
る
も
の
。

Q

個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、個

人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
を
制
定
す
る

経
過
と
、改
定
後
の
取
り
扱
い
は
ど
う
か
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
定

に
よ
り
全
国
共
通
の
ル
ー
ル
の
下
で
運
用

す
る
た
め
、
制
度
の
根
拠
が
同
法
に
移
行
し
従

来
の
条
例
が
不
要
と
な
る
。
三
条
市
の
開
示
決

定
等
の
期
限
や
手
数
料
等
の
取
り
扱
い
な
ど
は

従
来
と
大
き
な
変
更
は
な
い
。

Q

学
校
給
食
の
無
償
化
が
行
わ
れ
る
。

対
象
世
帯
と
期
限
は
ど
う
か
。

小
中
学
校
等
に
在
籍
し
て
い
る
全
て

の
児
童
生
徒
に
、
本
年
12
月
分
か
ら

令
和
5
年
3
月
分
ま
で
の
期
間
。

Q

8
款
土
木
費
2
項
道
路
橋
梁
費
追
加
補

正
4
件
、8
億
5
0
8
4
万
円
に
つ
い
て
、

箇
所
の
選
定
理
由
と
発
注
に
つ
い
て
伺
う
。

継
続
事
業
の
中
で
令
和
5
年
度
中
に
工

区
完
了
、事
業
完
了
す
る
等
で
早
期
の

効
果
が
期
待
で
き
る
路
線
を
選
定
し
た
。早
い

も
の
で
4
月
頃
か
ら
現
場
着
手
出
来
る
よ
う

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

Q

教
育
長
は
教
育
の
現
場
だ
け
で
な
く
事

務
全
般
を
理
解
し
た
上
で
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
行
政
に
係
る
政
策
・
施
策
を
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
案
の
あ
っ
た
方
は
教

育
の
経
験
は
あ
る
が
、
県
や
市
町
村
教
育
委

員
会
事
務
局
で
の
行
政
事
務
の
経
験
が
ほ
と

ん
ど
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
幅
広
い
事
務
を

管
理
で
き
る
の
か
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

Q

を
第
一
に
考
え
て
の
人
選
な
の
か
伺
う
。

提
案
し
た
方
は
、
市
内
の
校
長
経
験
を

含
め
、
学
校
現
場
で
教
育
に
直
接
携

わ
っ
て
き
た
ほ
か
、
中
越
教
育
事
務
所
の
指

導
主
事
と
し
て
行
政
に
も
携
わ
っ
た
経
験
が

あ
り
、
教
育
現
場
、
教
育
行
政
と
も
深
い
知

見
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
、
知
見

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
適
任
で
あ
る
と
の
思
い
に
至
っ
た
。

三
条
市
個
人
情
報
保
護

法
施
行
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第

4
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
）

報
第

2
号

公
民
館
や
分
館
の
中
で
令
和
3
年
度

の
利
用
率
が
10
%
未
満
の
施
設
は
幾

つ
あ
り
、そ
の
施
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

検
討
を
進
め
て
い
る
の
か
。

Q

令
和
3
年
度
末
の
利
用
率
が
10
%
未
満
の

施
設
は
、下
田
公
民
館
森
町
分
館
を
除
き

4
施
設
あ
る
。今
後
の
対
応
に
つい
て
は
、再
配
置

計
画
の
見
直
し
を
含
め
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

三
条
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
第

9
号

議
第

16
号

議
第

19
号

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
事
業
者
や
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
国
の
臨
時
交
付
金
を

財
源
と
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
に
係
る

光
熱
費
の
高
騰
に
係
る
経
費
に
対
し
て

Q

は
、
国
の
支
援
や
財
政
措
置
は
な
い
の

か
、
市
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、公
共
施
設
に

係
る
光
熱
費
等
の
経
費
に
は
活
用
で
き

な
い
。引
き
続
き
、市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に

公
共
施
設
の
光
熱
費
な
ど
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
上
で
必
要
な
経
費
の
高
騰
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

生
活
困
窮
世
帯
灯
油
購
入
費
補
助
金

1
世
帯
当
た
り
5
0
0
0
円
支
給
す

る
根
拠
を
伺
う
。

物
価
高
騰
前
の
令
和
2
年
11
月
の
灯

油
価
格
と
令
和
4
年
11
月
の
灯
油
価

Q

12
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
に
伴
う「
三
条
産
品
上
乗

せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
つ
い
て
、国
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
第
2
弾
締
め
切
り
に
合
わ
せ
て
急
い

で
11
月
に
申
請
し
た
市
民
に
不
公
平
に
な
ら

な
い
の
か
。ま
た
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
問
う
。

今
後
の
国
の
交
付
金
採
択
に
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
が
勘
案
さ
れ
る
と

の
情
報
が
あ
り
、そ
れ
に
伴
う
補
助
金
を
財
源

に
、他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
実
施
し
た
。

補
助
金
範
囲
内
の
事
業
で
あ
る
た
め
、期
間
に

該
当
し
な
い
市
民
の
方
々
に
は
丁
寧
に
説
明

し
理
解
を
い
た
だ
く
。

Q

三
条
産
品
等
を
進
呈
す
る
こ
と
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件
数
を
増
や

す
事
業
だ
。交
付
率
に
よ
り
国
の
交
付
金
が

変
わ
る
ら
し
い
が
、こ
の
よ
う
な
や
り
方
を

三
条
市
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

国
の
地
方
創
生
交
付
金
等
が
、新
た
に

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

に
統
合
さ
れ
る
。事
業
採
択
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
を
勘
案
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
交
付
率
の
向
上
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

Q

日
本
共
産
党

議
員
団

無
所
属

01

02

議
第
4
号

三
条
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

三
条
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
反
対
。

　

従
来
、
地
方
自
治
体
が
国
よ
り
先
行
す
る

形
で
進
ん
で
き
た
個
人
情
報
保
護
制
度
。
全

国
共
通
の
ル
ー
ル
で
個
人
情
報
が
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
原
則
禁
止
の

思
想
・
信
条
・
信
教
な
ど
の
要
配
慮
個
人
情

報
の
収
集
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
の
禁
止
な
ど

が
緩
和
さ
れ
個
人
情
報
保
護
の
切
り
下
げ
に

な
る
懸
念
が
あ
る
。
こ
の
制
度
改
定
を
糸
口

に
、
地
方
自
治
が
弱
め
ら
れ
国
の
鋳
型
に
収

ま
る
範
囲
の
施
策
し
か
行
え
な
い
可
能
性
も

あ
り
、
住
民
福
祉
な
ど
が
後
退
す
る
恐
れ
が

あ
り
反
対
だ
。

議
案
に
対
し
て
意
見
を
主
張
し
ま
す
。

TOU

RON

請
願
第
4
号

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
る
請
願

　
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を

求
め
る
請
願
」
は
、
付
託
さ
れ
た
総
務
文
教

常
任
委
員
会
で
不
採
択
だ
っ
た
が
採
択
す
べ

き
だ
。「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
る
請
願
」
は
、
令
和
5
年
10
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
実
施
後
は
、
現
在
免
税
業
者
と
な
っ
て

い
る
個
人
事
業
主
や
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
小

規
模
農
家
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録

の
高
齢
者
な
ど
に
も
大
き
な
負
担
が
強
い
ら

れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
こ
の
た
め
日
本

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、多
く
の
団
体
で
「
凍

結
」「
延
期
」「
見
直
し
」
を
要
望
し
て
い
る
。

よ
っ
て
請
願
は
採
択
す
べ
き
も
の
だ
。

議
第
16
号

令
和
4
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正

予
算

　

2
款
総
務
費
1
項
総
務
管
理
費
7
目
高

等
教
育
機
関
費
18
節
負
担
金
、
補
助
及
び

交
付
金
、
事
業
番
号
10
番
三
条
市
立
大
学
運

営
費
、
三
条
市
立
大
学
奨
学
金
事
業
負
担
金

な
ぜ
三
条
市
立
大
学
の
新
た
な
給
付

型
奨
学
金
を
創
設
す
る
の
か
。

安
心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
三
条
市
立
大
学

を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
大
学
が
給
付
型

奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
も
の
。
そ
こ
に

三
条
市
が
支
援
す
る
。

Q

格
の
差
を
基
に
年
間
平
均
の
灯
油
使
用
量

で
影
響
額
を
算
出
し
た
も
の
。
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